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P126a BISTRO：星形成領域における 450µm帯ダスト熱放射偏波撮像マップ (2)
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2018年秋季年会で報告 (古屋らP137a)したように, BISTRO(長谷川ら本年会)は, 波長 450µm帯の観測におい
ても確実に進展している. SCUBA2と POL-2による観測系は, 450/850µm帯を同時受信でき, 450µmデータも
2016年春から取得していたが, 解析は 850µmに比べ遅れている. その最大の要因は, 望遠鏡ドームカバーで発生
する 450µm帯機械的偏波 (IP)が 850µmにおけるそれを scale downしたものではないことに起因する較正の難
しさにある. 光学系を踏まえた IP補正モデルと経験モデルの改善を重ねたところ,　偏波率の測定精度は, 整合性
と再現性にして大旨 1.5%以下となった (昨年からは約 0.5%の改善). さらに, 個々のデータの積分時間と足し合わ
せの重み付けの最適化, 強い放射源に準拠した差し引きなど, 像合成法も改善した結果, Stokes I および偏光強度
(PI)のどちらにおいて 1σ ∼20 mJy/14′′ beam per 12′′ pixel (昨年は推定方法の検討段階だった)の感度で「適
度な強度」(乃ち, 極端な高輝度領域や淡く広がった領域を除く)の天域であれば, 科学的議論に耐えうる偏波マッ
プを得られるようになった. 本講演では, 代表的な観測領域の 450/850µm帯ダスト熱輻射偏波マップを示し, 両
バンドデータから推定される磁場ベクトルの向きがほぼ平行な領域とランダムな領域の差異および要因を論ずる.


